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平価切下げと園内価格への効果
森井 昭顕
はしがき
一般に，価格は，需要と供給の関係で決定される O 需要量と供給量と一
致する点，つまり，需供均衡の点において，均衡価格が決定される O 自明
の理であることは，周知の事実であるo しかしながら，需要曲線は，われ
われの消費行動，例へば，噌好の変化によって，シフトするであろう。同
じように，供給曲線も，新商品の発明，あるいは，技術変化によって，シ
フトするであろう o これらは，互いに，需給均等を撹乱する要因になるo
いま，これらのある要因によって，現実の価格が均衡状態から講離したー場
合に，もとの均衡状態にもどす作用が働き，均衡の状態を回復すれば，そ
の市場は安定であるということができるoまた，その逆の場合には，不安
定であるという o
斯様な市場が安定であるか，不安定であるかに関する考え方に二通りあ
るcいわゆる，ワルラス(明Talras)的均衡とマーシャル (Marshall) 的
均衡とである。そこで，次節において，この二つの考え方を取扱う o第m
節において，封鎖体系におけるこの考え方を，開放体系にも活用できるこ
とを示している。つまり，外国為替市場の安定性についてである。外国為
替市場を形成する基本的なものは，財およびサーヴィスの輸出入であるo
すなわち，貿易収支である oそれ故に，何らかの事情で輸出入が撹乱した
場合，平価切下げによって貿易収支が改善されるならば，為替市場も安定
するということになるo
貿易収支改善に対する分析は，伝統的な弾力性接近法と近代経済学的な
吸収接近法とがあることも，周知の通りである O この二接近法の総合モデ
ルの代表的なものとして，ハーパジャー (Harberger)の理論を第N節で
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扱っているo第V節では，為替相場切下げによる圏内価格への影響をを取
扱い，第M節で，有効需要移転による圏内価格への影響を取扱っている o
これらの事柄は，貿易収支を改善させるための一部分の分析で、しかない。
種々の効果が考へられるのであるが，本稿では，価格的側面のみを中心に，
論稿をすすめたL、。なお，本稿における思考の混乱，誤謬などは，全て私
自身によるものであり，未熟さから生じたものであるo諸先生方の御叱責
の恩典が，私自身に与えられますように希望している o
E 封鎖経済体系における市場均衡
市場均衡については，ワルラス(L.Walas)の考え方とマーシャル (A.
Marshal1)の考え方の二つがある。前者を価格的安定条件といい，後者は
数量的安定条件と呼ばれている1}o これら両者は，次のような行動仮説幻
に依存している。
ワノレラス的調整過程は，価格が上昇した場合に，超過供給が生じ，売り
手市場において価格を引き下げるo逆に，価格が下落した場合には，超過
需要が生じ，買い手市場において価格を引き上げる傾向があるという。ま
た，マーシャノレ的調整過程は，超過需要価格が正のとき，生産者は供給量
を増加させ，超過需要価格が負の場合，生産量を減少させるという o
これらの行動仮説が，それぞれ充たされるならば，その市場は，それぞ
れ，ワルラス的に安定，あるいは，マーシャノレ的に安定で、あるという o
まず，ワ/レラス的安定条件について考察しよう oいま，第一図のように，
価格と財貨量との平面，つまり， ρ-q平面において，需要曲線と供給曲
線とを，それぞれ， DD'と SS'のように示されるものとし，何らかの
挙情で均衡価格れがムへと上昇したとする O その時の需要量はqlで
あるが，供給量は仇である。すなわち，需要量よりも供給量が大きい
(D<S)のであるから，超過供給の状態であるo従って，売り手は，価
格を引き下げて，商品を販売するであろう oつまり Tlかられへ近づ、
1 )建元正弘(l1Jを参照。
2) Henderson & Quand t (9Jを参照。また小宮隆太郎訳(lOJもある。
平価切下げと国内価格への効果 59 
S 
D' 
O ql qo qz q 
第 1 図
くことである。
また，逆に，価格がれかられへ下落したとすれば，供給量は qlで
あり，需要量はのであるから，起過需要の状態である。この場合には，
価格をれからんへ押し上げる力が働くであろう。
云い換えるならば，価格が均衡値以上になれば，超過供給のために価格
を押し上げる作用が生じ，逆に，均衡値以上になれば，超過需要のために
価格を押し上げる作用が生じ結局，もとの均衡価格れにもどるという
ことである。すなわち，超過需要曲線 EE'が右下りであり，超過供給が
生じた場合には価格は上昇し，均衡価格にもどるような場合，その市場は
安定であるという o逆の員合を不安定であると呼んでいる。
いま，需要と供給が価格の函数で、あるとすれば，需給画数は次の式で示
されるo
D=D Cβ〉
s=s CP) 
CII-l) 
CII-2) 
超過需要EはD-Sであるから，超過需要極!数も価格の画数であると表
わされるから，次の式になる o
E CP) =D CP) -S Cρ) CII-3) 
ワルラスの場合，行動仮説から，市場が安定であるための条件は，超過
"-ー
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需要曲線が右下り，つまり，超過需要i画数が負でなければならないという
ことで、ある。
E'(め=D'φ)-S'(めく0 くI-4) 
すなわち，価格が上昇すれば，超過需要が減少する場合，その市場は安
定であり，逆に，価格が下落した場合にも，超過需要が減少すれば，その
市場もまた安定で、あるということである O
次に，マーシャル的安定条件について考へょう oいま，第2図のような
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需給曲線の場合に，価格がれからムへ上昇した場合需要価格 Pdは供
給価格 Psよりも犬きい。つまり，超過需要価格 φdー ρs)は正であり，
その場合には，財貨数は qlであるから，生産量を増大するであろう。逆
に，P2に下落した場合は，超過供給価格は負であり，その場合には，財
貨量は q2であるから，生産量を減少させるであろう。従って，もとの均
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衡量 qoにもどるであろう o
云い換えるならば，財貨量が qoから白に増加した場合は，超過需要
価格が負であるから，生産量を減少させ，逆に qoから q1に減少した場
合には，超過需要価格は正であるから，生産量を増加させさるであろうか
ら，結局，もとの均衡量 qoにもどる作用が働く。すなわち，起過供給価
格曲線 FF'が右下りであれば，その市場は安定であるといい，逆の場合
には，不安定であるとしづ。
マーシャルの場合には，ワノレラスの場合と需給画数は全く逆の画数にな
っているから，次のような式で示されるo
ρd=D-1(q) (1I-5) 
ム=S-l(q) C I -6) 
需要と供給が財貨量の画数であるから，超過需要画数Fも財貨量の画数
で表わされる D
F(q) =D-1 (q) -S-l (q) CII-7) 
マーシャルの行動仮説から， F'(りが負でなければならないから，次
のような式になる o
F' (q) ={D-1}' (q)ー {S-l}'(q)くo (1I-8) 
すなわち，財貨量が増大する場合には，超過需要が減少し，逆に，財貨
量が減少する場合は，超過需要が増加するならば，その市場は安定である
ということができるo
要約すれば，需要曲線が右下りで，供給曲線が右上りであり，超過需要
曲線の勾配が負であるならば，ワルラス的にも，マーシャル的にも，その
市場は安定であると結論づけられるo
E 外国為替市場の安定性
外国為替市場の安定は，外国為替の需給量と為替相場との間で決定され
るoいま，第3図のような市場を考へてみよう。縦軸に支払勘定建為替相
場πを，横軸に外貨為替量qをとれば，外国為替の需給曲線を描くことが
できる。いま，何らかの事情によって，為替相場が π。から町へ上昇す
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れば，云い換えれば，為替相場の切下げが行われたとすれば，為替の供給
量が，その需要量を超過し逆に， π。から π2 への下落，すなわち，為
替相場の切上げが行われたとすれば，為替の需要量が，その供給量を超え
ているoつまり，前者は超過供給の状態であり，後者は超過需要の状態で
あり，超過需要曲線 EE'は右下りであるoそれ故に，ワルラスの安定条
件を充たしているから，この為替市場は安定であるということができる o
また，何らかの事情で，為替量が qlに減少した場合には，超過需要価格
付1一向>めであり，為替量がのに増大した場合には，超過供給価格。1一向くめの状態であるから，超過需要価格曲線 FF'は右下りになるo
それ故に，マーシャルの安定条件を充たしているから，この為替市場は安
定であるということができる o
しかし，第4図のようなケ{スを考へてみよう。考察を簡単化するために，
需給曲線が直線で、表わされるものと仮定するoいま，為替相場が向から
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π1への切下け寺が行われたとすれば， 超過供給の状態であり，逆に，それ
が π。から π2への切上げ、が行われた場合には，超過需要の状態であり，
超過需要曲線 EE'は右下りであるoすなわち，ワルラス的安定条件を充
たしている。反して，為替量が qoから qlに減少した場合には，超過供
給価格の状態であり qoから q2に増加した場合には，超過需要価格の
状態であるから，超過需要曲線は右上りになる O 従って，マーシャノレ的安
定条件を充たさないということになる。第5図の場合も，同様な結果が得
られるo
また，第6図のようなケースを考えよう。いま，為替相場が π。から
π1へと切下げられた場合には，超過需要の状態であり， π。から π2へ，
為替相場の切上げが行われたとすれば，超過供給の状態であり，超過需要
曲線は右上りになる。このケースにおいては，ワルラス的安定条件を充た
していないから，その市場は不安定であるという。逆に，為替量が qoか
ら qlへと減少した場合には，超過需要価格の状態であり qoからの
へと為替量の増加の場合には，超過供給価格の状態であり，超過需要曲線
は右下りになり，マ{シャル的安定条件は充たされるoそれ故に2 その市
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場は安定であるということができるo第7図のケースも，同様な結論を生
ずる。
すなわち，外国為替市場が安定であるための条件は，為替の超過需要曲
線が右下りでなければならない。云い換えれば，何らかの事情で，為替相
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場が上昇した場合，その相場を押し下げる作用が働き，逆に，為替相場が
下落した場合，相場を押し上げる作用が働くということであるoつまり，
為替相場が変動した場合には，均衡為替相場にもどす作用が働かねばなら
ないということでるあ。
lV Harbergerの理論3)
一般的に云って，市場は財の需給量に依存している o従って，財の需給
が均衡する場合，その市場は安定であるという。そこで，為替相場が変動
する場合に，貿易収支が改善されるならば，外国為替市場は安定であると
いうことヵ:できるo
いま，ハーパジャーのモデルにおいて，次のように記号を設定する。
y=国民所得
z=自国で生産された商品に対する自国需要
3) Harberger. Arnold. C. (4J を参照，この理論は，伝統的な周知の価格弾力性と
Alexander. S. S.が提唱した吸収接近をかねそなえているものの代表として広く利
用されている。
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ρ=生産物価格
c=消費
M=輸入
x=輸出
B=貿易収支
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π=支払勘定建為替相場
c 限界消費性向 (0くcくり
m=限界輸入性向 (0くmくわ
h=限界保蔵性向=l-c-m(0くh<l)
η=輸入需要価格弾力性
ただし，初期において， 年.産物の相対価格は 1に等しいとおかれてい
るo
きて，ケインズ的モデルの方程式は，次のようになるoただし，添字は
国を表わすものとし，簡単化のために，資本移動のない二国モデ、ルを取扱
う白
Y1=Zl+Xl 
Y2 =Z2 +X2 
自国商品の需給均衡式は，次のように表わされる D
Z1 =d1 +alπ+Cl Y1 
Z2=d2+az!π+C2Y2 
(lV-l) 
OV-2) 
ここで，di はそれぞれ定数であり，引はそれぞれ価格変化に対応し
た自国生産物に対する消費の割合を示している O
X1 =e2 +b2π+ 1112Y2 
X2 =el +bdπ+ 1111Yl 
(IV-3) 
めはそれぞれ定数であるが，んは価格変化による輸入の変化率を示し
ている。また，この式は，自国の輸出が相手国の輸入に等しいことをも;官、
味しているから， I国通貨による I国の貿易収支 B1 は， 次の式で、表わ
される o
B1 =TIXlπ-T2X2 (IV-4) 
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ClV-4)式を，それぞれπについて微分し，整理すれば，次のような式
になるo
dB1 _ v ，1-. ，1， 'M' dY 2 ... dY 1 !.=X1 +b1 + b受+m空白-rnldπ  1ul 1 v2 1''''2 d7C ""ldπ ClV-5) 
そこで，dYddπ， dYz/dπが決定されると， 為替相場切下げによる貿
易収支への効果は得られる O ここで，ハーバジャーは，次のようなこつの
基本的な仮定をおいている o
第一に，限界保蔵性向と限界輸入性向と限界消費性向は，国民生産物ば
かりでなく，消費者の実質所得にも影響する。つまり，消費者の実質所得
Yr は，国民生産物Yと為替相場πとの画数である凸
Y，.1=Yr1CYltπ〉
Yr2=YrZCY2，π〉
これらの式をπについて微分すれば，
dYr1_dY1 ， dYr1 dπ 一司n: 古元
dY r2_dY 2 ，dY..2 
dn: -dn: --.万五一
ClV-.6 ) 
ClV-7) 
第二に，保蔵は，消費者の実質所得のみの画数である oつまり自国通貨
による貿易収支 CB') は，保蔵によって相殺されねばならないというこ
とを意味しているロ
.Br' =Hl (Y r1) 
Bz' =H2CY r2} 
これらを微分すれば，
dBr'ー ム dYr1
dn: -rq dn: 
dBz'ー ル dY，.2
(1n-fb2 dn: 
ClV-8) 
ClV-9 ) 
きて，自国通貨による両国の貿易収支は，それぞれ，次の式のように表
わされるo
Br' =TIX1-ρ2XZ/π 
Bz'=ρ2X2-TIXlπ 
(lV-lO) 
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ClV-lO)式をπについて微分し， ClV-3)式の変動方程式を代入し，
ClV-5 )式を考慮すれば，次の式が得られる O
dBt' _dX1 dX2 r v dB 一ー=一一 一 '-2+X? =u.~---.! +X?-X1 dπdπ dn r <~~ - dn r <~~ <~~ 
dB/ dX吸 dXl dBl 回ー ←一品目ー-J、.=ー・ A 
dπdπdπ dπ 
ClV-9)式を ClV-ll)式に代入すれば，
目 .d~r1 =q~1 ー ~+X2-X
1 dn --dπz 
/Z" dy，-2= _rj~l 
ι2d元ー一一 dπ
ClV-ll) 
ClV -12) 
この ClV-12)式を変形し，
jdn， dYddπが得られる。
ClV-7)式に代入し，整理すれば，dY1 
dYー 1 ( dB 1 -"_ V_ v ¥ dY ri エ . ':_(~':'!+X? -X.1-dπ 11， 1 \dπ' 辺~J dπ 
dY2_ 1 dB1 dYr2 
d7i"一ーん両一-dπ
これら ClV-13)式を ClV-5)式に代入する。
〆B1_ V r J. r J. 122 dB1 11 dB1 
てr主=X1+b1 +b一 一一一ー一一一色CX2-X1)dπ2-7i-; -(1π 1，1 dπh 
. dY 1'2 r ... dY..1 一川2([n;-'川1dn 
ClV -13) 
ClV ，-14) 
そこでs代替効果，つまり，価格上昇による消費者の実質所得は，輸入
の減少であるから，すなわち，dY，.ddπ=X2， dYrddπ=-X1であるか
ClV-14)式は次の式に書き換えることができるoら，
柏崎開戸句- ーー
学 =X1+b1+b-mzdB1-m位一色CX2-X1)uι2 -h~ (17.--11，-; aπ h1 
+1n2Xl +1tlX2 
それ故に，整理すれば，次の式が得られる。
ClV -，-15) 
dB. h1h2CX1 +b1 +b2+1t2X2+1tlXl一子CX2-X1)]
dπ=一一一一一一広区平瓦玩汗五扇子L 一一一一一ClV-16)
I国の輸出に対する輸入の比をん(==おとし I国の輸入需要価格
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弾力性を仇(==-i~) ， [国の輸入需要価格弾力性をむ(==ーた)とすれ
ば，次の式になるo
dB， h1h2X1C1-11rh -"Il2 +1n2 + 11 1n 1-~~1_C/1-1)J 
ム=一 一一一 '~1一一一 C lV-17)
dπ h1hz +h11nz +h211 
初期に，貿易が均衡している場合には，11=1であるから，次の式に変
形することができるo
dB1 _h1h2X1C1ー η1一η2+1n2+mr]
d7i ---7:石7z-;王五五J干五21n1 ClV -18) 
不変生産の場合には，両国の輸入需要弾力性の絶対値は 1であるoすな
わち， 1η1+れ1=1ということであるo同様に，可変生産の場合には，両
国の輸入需要弾力性の合計の絶対値は 1ではなく， 1プラス両国の限界
輸入性向の合計になるoすなわち，次の式のように示されるo
|η1十れ1=1+1111 +1112 ClV-19) 
このケ{スにおける為替相場切下げによる I国の貿易収支改善のために
は，dBddπ が負でなければならない。つまり，貿易収支改善のための
条件は，不変生産の場合には， 1 η1+む1>14) であり，可変生産の場合
には， 1η1+"Il21>1+1711十1n2 である o
V 平下切下げによる価格への影響
為替相場切下げによって，貿易収支が改善する一つの理由は，交易条件
の変化によるものである D すなわち，為替相場の変動による輸出入の相対
価格の変化であるo もし，ある一国が，平価の切下げを行なったにもかか
わらず，貿易収支が改善しないならば，そのことは，相手国の輸入需要価
格が相対的に低いことを意味しているo ここでは，貿易収支が改善するよ
うな価格への影響過程を，ケンプ CKemp.M.C.)モデ、ル引を用いて示す
4)周知の Marshall-Lemerの安定条件に類似している。これらは初期に貿易が均
衡しているケースを扱っているが，必ずしもそのようなケースで切下げが行われな
いことに注意されたし、。初期に貿易収支が赤字であるケースにおいては， Hirshman 
の論文を参照された。
5) Kemp， M. C. [6J Part. V を参照。
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ことにするo さて，各商品に対する需要は，民間保育の総貨幣量に依存す
るものとし各個人は，自国通貨のみを保有するものとする。いま，次の
ように記号を設定し，商品に対する需要画数 D;を示せば，次のようにな
るO
ρ;=第 i商品価格 (i=1， 2， 3) 
y=貨幣所得
A=民間保育の貨幣量
D; =D;(Pltρ2; A) (i=1， 2，3) (Y-1) 
各商品に対する産出物は，二商品価格のみの画数であるから，
S; =S;(ρ11ρ2) (i=1， 2， 3) (Y-2) 
従って，商品に対する超過需要 E;は，次の式のように表わされるo
E; =D;(ρ1> P2 ; A) -S;(ρ1> P2) =E;(Pl'ρ2; A) 
(i =1， 2， 3) (Y --3) 
ここで、， E3は自国通貨に対する超過需要であり，民間保有の貨幣量に
等しいのであるから，
E3==A (Y-4) 
商品の超過需要画数は， ゼロ次同次であり，貨幣に対する超過需要は，
一次同次であるから，次のように示される o
&E; . L &E; . . &E Pl'::.~(+P2'::.~..J +Aτ; =0 (i =1， 2) &Pl I Y2&P; I 0. fJA 
免E!!.L 8E交 &E!!Pl'::.~3+ρ2':，.~3 + A U';-:3 =E3 
&Pl 毎J 否瓦
(Y -5) 
(Y-6) 
民間保有の貨幣量の増加は，名商品に対する需要増加の結果であるから，
ρp aA>O (i =1， 2) (Y-7) 
さて，商品れ市場において，ムが変化し，P2が調整される場合に，
その市場が完全に安定であるための条件は，次のようになる。 (Y-3)
式をムについて微分し， クラメール (Cramer)の公式を用いて解けば，
Ell = El1 + E12宏 (Y-8) 
0=E21 +E22争
""1:'1 
平価切下げと圏内価格への効果
ここで， Ejj=fJE ;l8t j である D
E11 E12 
8E t i E21 E2 
'''''1_一一一一一一<0
0ρE2 
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CV-9) 
CV-lO) 
この市場が安定であるためには， CV-10)式の分母は負であるから，
分子は正でなければならないの o従って，より一般的に書き表わすならば，
次の式になるo。E
Jくo(i=1， 2) 
8t; 
CV-ll) 
また，二商品 Xl，X2が粗代替財であるならば，次のように示される O
8E ;~i>O (i， j=1， 2; iキj)8ρj CV~12) 
同様に，各商品が，貨幣に対しでも祖代替であると仮定すれば，次の式
で表わされる O
8E~ ~3>0 (i = 1， 2) 8p; CV-13) 
次に，自国の貿易収支をBとし，為替相場をπとすれば，貿易収支は，
外国通貨ではかられた輸出と輸入との差であると定義されるから，次の式
で示すことができる O
B=か2E2*-T1El)=~E2*-今E1π (V-14) 
ここで，星印は外国を意味しているo外国の超過需要も，自国の超過需
要と類似な画数で表わすことができるから， CV -14)式は，次のような
画数式に書き換えることができる O
B =-E!-E2*{ Þ~ ， 乏し ;A斗 -~~EICム， T2 ; A) 
π1π n 
CV-15) 
商品価格と通貨単位は，初期において 1に等しいとおけば，
Di=π=1 Ci =1， 2) CV-16) 
6 )掘著 [13Jを参照，代替財及び補完財のケースを取扱っている。また，多数商品
の一般的なケースをも考慮している。
第10号(経済・経営編)72 
また，貿易収支も，初期に均衡しているものと仮定すれば，次のように
なる o
CV -17) B=O 
もし，そうであるならば，両国の超過需要は，次のような式で表わされ
るo
CV -18) 
さて，為替相場πが，均衡から講離したとする oつまり，為替相場の切
下げが行なわれた場合を考へょう O いま，切下げ国における商品価格への
Ej Cρr，ρ2 ; A) + E;*( P.:;.L， P2ー ;A什=0Ci=l， 2) 1ππ/ 
C V -18)と CV-15)式をπについて微影響を考察するのであるから，
分すれば，次のような式を得る。
CV-19) 8El r1.ρ1 r 8Er dP2 r 8Er本 8Er*r1.ρl-L8Erキ dρ2_{)←+~:':-J. +一一一一 十 U B五万五 aP2 a7c r -fiC I 8.ρ1 dπ!万1t2 dπ-v 
CV -20) 。'~2 dPl+~~2 ~2_8~~:+8!2* dP~+~F2~ d1!-2，=O 5百万'8五dπ 翫布 d7i'fiP2--dic一
~B_E空*ψ2-OEF-OEF dL-OEJdRZ+EdD1 
耳元 2 -d元 θπ 8ρ dπ 8P2 dπ ldπ 
CV -21) +~~1 rJρ~+~~l 1p~=0 一一一一-8Pl dπ 8P2 dπ 
ここで CV-16)式を考慮している oCV -19)から CV-21) ただし，
式を，行列式の形にすれば，次の式で書き表わされる。
?
?
? ? ? ??
dρ1 
dπ 
O 。Er，8El* Oρ 。ρ2。Elr 8Er* aPr'布子
? ??
? ?
?
?
?
?
?
。E2*
θπ 
dP2 
dπ 
dB 
dπ 
O 
1 
。E2r 8E2* 
8P2'事Z
D:!; 8E2* r 8Er 
-J..:.，2"一万?の2
8E2 r 8E2* 
8Pl'事7
8El 8E一本El+ー 」一VJ..;.，2
ム 8Pr 8Pl 
CV-22) 
ヤコーピ CJacobian)行列式は，次のように示される oただし従って，
A>Oである 73o
7)ヤコーピ行列式の解A>uであるという証明は，掘掘著 (12Jを参照。
ゐー宇緋ιー一一ー 一ー
平価切下げと閏内価格への効果
A ==(~El + 8?1*) (~E2 + ~_~れ (8El I 8El*¥ (8E2 I 8E♂ =寸l切B五+布了ゴ)\切8五 +::'8五)-，<停;+百E五~) ，汚;+布7ゴ) 
次に， CV-22)式を解けば，次のようになるo
dP1 _ 1 r8E1*(8E2 ，8E2汽 8E2キ(8E1，8E1*日|一I::，::-~+=-，..-:" l-:-~" ( 一+;':-J.1 dπJL伽¥的2 布-;)否ir¥8P2I (j万)J
Aキr8E1*(8E2I 8E2*¥ 8E2*(8El I 8El:事1
---YL原け'P2T万工)-8A*¥8P2 T万-;J
72=j[害(完;+Z)-客(2+安)J
CV-23) 
CV-24) 
引察予(2+Z)-2宗(径十2Z)] 〈日5)
会主{寄託(会十Z)(続+宰)-(程+Z)
(3f+察)J+雰[(2:+察)(義十Z)
一(誇ヶZ)(語:+Z)i
=?{23[(絵+客)(ゑ+Z)-(径十25)
(舞+Z)142ミ[(径十害)(完;+Z)
一(号+安)(程+察)J} C目的
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。E;*-'_ 8Ei* _ 8Ei* _ A "，8Ei*. 8 ここで，拡+布一一言=-A右京;長CP1El+ρ2E2) =0 Ci= 
8E 
1，わであるodは第 i商品に対する自国の限界支出性向であるから，
CY-7)， CV-ll)と(Y-12)式を用いれば，次のような結果が生
ずるo
dPl....." rjρ dB ~~->o ， ~~>O， ~~>O dπ 'aπ 'dπ CV -27) 
つまり，為替相場切下げによって，両商品れとらとの価格は上昇
するo しかし，その価格の上昇は，外国為替の価格上昇率よりも小でなけ
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ればならないoすなわち oく会く1 日， 2)なる条件が充たされな
ければない。もし，この条件が充たされないならば，為替相場の切下げ率
以上に，圏内価格の上昇を経験することになる。それ故に，インフレショ
γの一層の進行によって，貿易収支は，より大なる赤字を蒙むることにな
るのであるo
言い換えれば，為替相場の切下げによって，切下げ国の商品価格が上昇
し，外国においては，下落するのと同じ結果を生ずる oつまり，自国にお
ける実質国民所得は低下するが，外国におけるそれは増大することにな
る口すなわち，自国において，商品に対する需要は減少し外国における
商品需要は増加するoその結果，貿易収支は改善されるのであるo
VI 有効需要シフトによる価格への影響8)
いま，自国かう外国へ需要の移転が生ずるケースを考へょう o有効需要
のシフト・パラメーターをαとすれば，前記の超過需要均衡条件式と貿易
収支の均衡式は，それぞれ，次のような方程式で示される。
E{CTlJ T2 ; Aーα)+Ei*CT1' T2 ; A*+α) =0 Ci = 1， 2) C VI- 1 ) 
Bー ρ2E2*CT1JT2 ; A*+a) +T1E1 CT1' T2 ; A-a) +α=0 
CVI-2) 
ただし，為替相場πは，固定為替相場を仮定しているから 1に等しい
とおくことができる。
きて. CVI-1)と(羽ー2)式を微分すれば，次のような式が得られ
る。 。E1，8E1* 
-~--
8T1 ' 8T1 
8Ez ，8E2* 
θiう ，8T1 。E18E2キE1+ 
1 '8t; (jp~ 
。E1，8E1* 
O五T 布7
8E2 IθE2キ一一-oρ ， 8T2 
p 虫 8E2*，8E1 
-uz・一百万'fJtz
8 ).Kemp， M. C.σ) Chapter 14を参照。
o 1単1
4α| 
。 II~~
1 Jl~ 
平価切下げと閏内価格への効果
。E18E1* 
8A 8A* 
8E2 8E2* 
ー l 百五-8瓦示
。E，.8Eヮキ
」十百τ毛士一18A '8Aネ
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CVI-3) 
ai(ρlEl +P2E2) =0 Ci =1， 2)を考慮し，解を求めれば，次のように…. 
なる o
dρ1 _ 1 r (8E2 ，8E2*i (8E1 8E1ペ (8E1.L 8E1*¥ (8E2 8E2内11;，-:-"'+-.-;" 1 1 ~"，-:--.-'一一一一 l-!:::.-:- !o+-. --:-"-ll-"'-:"-::.":'''..ll {J，丘一 -7L\(J五万ジ\().Á ~ffA*J¥8P2 寄;J¥否互 8A*JJ
CVI-4) 
dρ2 _ 1 r (8E1 _.sE1汽 (8E2_8E2へ(8E2.L8E2内 (8E18E1汽1五 -7L¥lJ五T布-;J ¥訴え-8 A * J-¥8 P; T事-;J ¥8互-8A*}J
舎を{(~_~!1:) [(位十~1:)(会+察)
+(舞+安)(役+客)J+(安一案)
CVI-5 ) 
[(:佐+安)(237+窓!?)-Gj-;+安)(:絵+安)J
+(宏+宏)[(~þ~+安)(義+察)-(2+察)
(2+害)] -(~.~~+怒り (22+安)
-GE;+答?)(3;+31T)} CVI-6 ) 
ここで， d422+怒り(32+安)一位+程)(:絵+害)>0
である o
いま，両国において，粗代替性を仮定すれば，次の結果を生ずる o
dPl./'"() dP2/，() dB iく0・一一考く0，;=:>0 dα 'dæ'~' dα CVI-7) 
つまり，自国から外国へ有効需要が移転した場合，自国における有効需
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要が減少し，物価は下落するo しかし外国，すなわち，所得受取国にお
いては，有効需要が増大するとともに，物価は上昇する o従って，両国の
相対価格の割合は，有効需要シフトによって変化する o云い換えれば，交
易条件は，自国に有利に動き，貿易収支は改善，つまり，黒字に転稼する o
このことは，いわゆる国際収支改善に対するデフレーション効果と呼ばれ
るものである o
さて，外国における限界支出性向が，自国の限界支出性向よりも大きい
8E: ...8E;* 場合，すなわち， 説く綜 (z=1， 2)であるとすれば，努>0 (i=1， 
2)となるo つまり，両商品に対する外国需要を通じて，その商品価格は
上昇する o逆に，自国の限界支出性向が，外国におけるそれよりも大であ
るならば，つまり，色一位く0日，わである場創こは， 32くO8A 8A 
(i =1， 2) となるoすなわち，自国における両商品価格は下落することに
なるoまた，粗代替の仮定を除外して，粗補完の仮定を導入すれば，すな
免Eわち， -iくo(i， j=l， 2; iキj) であるとすれば，次のような結果にな
8tj 
8Ei/8E.* ，;一‘ dTi/{)，_ -1-^ h 8E・るo もし， 8Aく万瓦 (i=1， 2)の場合ならは， ヨ亙くOとなり'百'A>
8E:* 、 d/J万丈 (i=1， 2) の場合であるならは，岩>0となるだろう。
四あとがき
平価切下げが，貿易収支を改善するためには，輸出が増加し，輸入が圏
内財と代替することである。しかし輸出収入の増大は，その国の有効需
要を増加させ，総需要の増加は，乗数効果によって，貿易収支を悪化させ
る傾向がある，このことは，一般に，切下げがインフレ的であるというこ
とである o
平価切下げが，国内支出に直接影響を及ぼす理由として， クーパ{
(Cooper， R. N.)9)は，次のものをあげている o
9) Bhagwati， Jones， Mundell & Vanek (8J Chapter 16を参照。
平価切下げと国内価格との効果 77 
第一に，切下げは，交易条件の悪化によって，所与の産出物水準巴関す
る実質所得を，より低下させる。また，ある環境のもとで，実質所得の低
減は，貯蓄の不相応な減少の原因によって，貨幣支出水準の上方シフトを
誘発する。
第二に，切下げは，一般に，切下げ前の期間と比較して，所得を再分配
するo所得再分配は，輸出入競争産業に従事している生産要素に対してな
され，ある産出物に関係する支出水準を上昇させる。このように，種々な
る環境のもとで，再分配効果は支出ブームを誘発する D
第三に，切下げは，消費者あるいは投資家の期待を変化させるであろう o
切下げが，広く予期される場合には，非貿易財と貿易財とに関する支出
は，正常よりも高いであろう o
第四に，外国の投資家は，切下げ国に，より魅力的な投資場所を見出す
であろう oそれ故に，その国の地域的通貨支出を増加させるであろう o
第五に，支出に関する可能な切下げ、インパクト (impact)は，一定の生
産要素投入量から生産される産出物の増加から生ずるo実質所得は，資源
がより効率的に使用されるために増加する o
最後に，金融条件の変化は，圏内支出に直接に影響を及ぼす。
このような種々な切下げによる総需要効果が考へられるけれども，本稿
においては，価格への影響を述べるにとどめた。しかしながら，もっと詳
細に比較するならば，外国通貨ではかった場合の貿易収支と自国通貨では
かった場合のそれと，圏内に及ぼす影響を考へる必要がある。それは，切
下げ国にとっては，外国通貨ではかった貿易収支の改善に，大なる興味を
もっている。しかし，その国の総需要に関する切下げのインパグトは，国
内通貨によらなければならないからである o
斯しくて，切下げによる園内支出への影響は，非常に複雑であり，混乱
を導きやすい。一歩づつでも，たゆみなく歩まなければならなL、。当面の
経済がかかえている問題は，インフレーションとの闘争であるoその克服
のために，ポリシィ・ミックスが叫ばれているが，どの政策を，何時，ど
のように実施するか，園内経済との関係を重視しながら，対外均衡をはか
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らねばならない。非常に，重要であるが，また，非常に，困難な途でもあ
る) (1974.9.30) 
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